























































床的歌作りは医療現場でも用いられており、終末期にある患者（Dileo & Magil, 2005）、脳















































り、（b） 用途が広く、（c） 臨床的過程を含み、（d） 言語と音楽を結びつけ、（e） 臨床的関係
や協働を招き、（f） 療法的旅路を表し、（g） 感情表現の手段となり、（h） 社会的な活動であ
り、（i） 歌の作り手の環境を変容させ、（j） 成果物を作り出す、と述べている。これらの利
点と同時にBaker（2015）は、臨床的歌作りに存在する制約についても挙げている。それ




















アプローチ（Flexible Approach to Songwriting in Therapy: FAST）」と呼び、各段階を、（a） 
歌作りへの導入（Introduction to songwriting）、（b） 歌詞の形成（Formulation of lyrics）、（c） 
音楽の制作（Development of music）、（d） 歌の書き出し（Writing down a song）、（e） 歌の









にメロディを載せる、（i） 上記の7–9 （g–i）を合わせヴァースとコーラス形式にする、（j） 
その他の伴奏楽器やスタイルを盛り込み、曲を独自のものに仕上げる、というものである。
このステップは、音楽療法教育の現場でも応用されている（Baker & Krout, 2011; Krout, 




イアントに作詞してもらうというものである。Meyers-Coffman, Baker, & Bradt（2020）は、























（arousal of emotions）、（d） 創造性（creativity）、（e） 取り組み（engagement）、（f） 挑戦
（challenge）、（g） 状況の理解（understanding context）、（h） 連想（associations）、（i） 達成
（achievement）、（j） 個人の価値観（personal value）、（k） 自己観（identity）である（Baker, 
Silverman, & McDonald, 2016、p. 63）。この評価紙は、急性期精神科病棟入院患者と薬物




















































































































（Abrams, 2012; Bruscia, 2014）。これが示すことは、歌作りもそれを一人で行うのではな
く、その過程においてセラピストと共に（Rolvsjord, 2005; 丹羽 , 2016）、また同じ境遇に
ある人と共に集団で協働する（Day, 2005; Krout, 2005; 河合 , 2010; スミス、1991/2004; 牧野 , 
2007）ことから生まれる関係性が、治療効果や意義を高めるということである。つまり
セラピストや集団におけるラポール形成は治療プロセスにおいて重要な一部ということで
ある。実際、歌作りにおけるテンプレート （Lings, 2014）や手順（Dalton & Krout, 2014）、
モデル（Meyers-Coffman et al., 2020）、研究プロトコル（Hon & Choi, 2011）の中でも、ラ
ポール形成が第一の段階として明記されている。先行研究では、オンラインによる歌作り



















や精神科領域の問題のある成人（Rolvsjord, 2005）、重度精神障害のある患者（Grocke et 
al., 2014）など、医学的診断を受けた人に対しても言える。逆に医療現場で入院している
心理社会的ニーズのある人（Aasgaard, 2005; Baker, 2005; Baker et al., 2005; Dileo & Magil, 






義が、文献の中でも論じられている（Day, 2005; Lings, 2014; Dalton & Krout, 2014; 丹羽 , 





























working knowledge of new technologies and implement as needed to support client progress 
towards treatment goals and objectives）」が必要であると明記されている。また条項17.16
では、「テクノロジーを専門的に活用する場合に、臨床と倫理における基準や法律を遵守
する能力（Adhere to clinical and ethical standards and laws when utilizing technology in any 
professional capacity）」が必要とされている。これらのコンピテンシーは、AMTAのカリ
キュラムガイドラインである、「教育と実践トレーニングにおける基準（Standards for 
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